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印刷所　山猫印刷所

今号の内容

教 授　稲 垣 千 世

【イースター随想】

　私たち形あるものである被造物の地上での生は死に
よって幕を閉じます。この避けようのない死が、私た
ちにこの地上での生の限界を、有無を言わせず突きつ
けてきます。死という生の限界を前にして、私たちは
為す術がなく、己の無力さを思い知らされながら死に
呑み込まれていく以外に、私たちの進む道はありませ
ん。私たちのこの死んでいく生の意味は、一体何処に
あるというのでしょうか。
　死から目を逸らさず、死を見つめつつ生きる時の中
で、その死の先から射し込んできている創造主の永遠
の生命の光に照らし出されて生きている被造物である
己の生の営みに目が開かれる時が、私たちの生きる時
の中に訪れます。闇の中に輝いている光が見える時が
訪れます。死によって幕が閉じられたこの地上での限
りある生の世界が、復活によって再び幕が開き、そこ
に新しい復活の生の世界が展開している神の国の光景
を見る者となる時が訪れます。私たちの生も死もすべ
て、御手の中に治めておられる生命の主なる方と出会
い、その方と共に生きる時が訪れます。この時の始ま
りを告げるよろこばしい知らせが福音であり、十字架
の死と復活の主イエス・キリストの生命の訪れです。
　主イエス・キリストと出会い、主イエス・キリスト
の生命に照らし出されていく私たちの限りある生の意
味が描かれている一つの場面が、ヨハネによる福音書
11 章にあります。「ある病人がいた」という言葉でこ
の章は始まります。その病人の名はラザロ。ラザロは
病によって死んでいきます。そのラザロと共にマルタ
とマリアの姉妹がいます。そして、今、ここには、死
に勝利している十字架と復活の主イエス・キリストが
共にいます。
　マルタ、マリア、そしてラザロを愛しているイエス
が「二日間同じ所に滞在された」ということは三日目
に出掛けられた、ということを意味しています。三日
目とは復活の日です。創造の主である神が新たな啓示
をされている一日です。新たな啓示をされている神は

御自身が成し遂げられている贖いを見て「よし」とさ
れている神です。この聖なる一日が満ちて、新しい一
日が始まります。四日目、イエスは死んで葬られてい
るラザロの墓の前に来ています。
　「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたし
の兄弟は死ななかったでしょうに」創造の主である神
に人が願い続けてきたことは、死なない生でした。し
かし、今、その人に向かって、創造の主であり贖いの
主である神は「わたしは復活であり、命である。わた
しを信じる者は、死んでも生きる。生きていてわたし
を信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このこ
とを信じるか」と啓示しています。死なない生ではな
く、死んで復活する生が、神がよしとしている生であ
り、神が共にいる生であり、私たち被造物の死んでい
く生に意味を与え生かしています。
　「ラザロ、出て来なさい」との神の声が響き渡る中、
死んでいた人、ラザロは墓の中から出て来ます。全く
新しい生きている神の世界の光景が眼前に展開してい
ます。満ちてくる聖霊が一人の人を見出し、その人に
吹き入り、その人は聖霊の力によって生きる者となっ
て現れています。この光景が「この病気は死で終わる
ものではない。神の栄光のためである。神の子がそれ
によって栄光を受けるのである」とイエスが言う、燃
え尽きない神の栄光です。そして主は問うています。
あなたはこのことを信じるか、と。問われているわた
しは何と答えて生きていくわたしとなっていくので
しょうか。マルタであるわたしは答えています。「はい、
主よ。あなたが世に来られるはずの神の子、メシアで
あるとわたしは信じております。」
　今、私たちはこのイースターの時の中で生きていま
す。死んでいく生は終わっていく生ではなく新生への
道程です。「もし信じるなら、神の栄光が見られると
言っておいたではないか」との言葉と共に、主はより
一層近づいて来ています。この道程を生きることが主
イエス・キリストの生命に与って生きる恵みです。

イースター随想 1

第 70 回卒業生 2

2018 年度新入生 ２

新任教授就任あいさつ ３

教職員の異動 ３

図書館だより ３
学事報告・個人消息 ４

　神が人と結んでいる恵みの契約
 　　　　ヨハネによる福音書 11 章 1 ～ 44 節
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2017 年度　第 70 回卒業生

稲垣 孝　いながき　たかし

①ヨハネ福音書におけるロゴス・キリ
スト論とその宣教的位置付け

②浦安教会
③浦安教会
④伝道準備中

岩沢 毅　いわさわ　つよし

①アーミッシュの信仰と生
②八王子栄光教会
③八王子栄光教会
④伝道準備中

大久保一秋　おおくぼ　かずあき

①永遠の憐れみ－マニフィカトの釈義－
②飯能教会
③狭山教会
④狭山教会 主任

①卒業論文　②卒業時の所属教会　③実習教会　④赴任教会

2018 年度　新入生一覧
1. 鵜﨑 寿 　田浦教会

2. 内田隆彦 　江古田教会

3. 佐藤貴仁 　蒔田教会

4. 杉野信一郎 　大塚平安教会

5. 中西玉己 　市川東教会

6. 堀 成美 　横須賀上町教会出席

7. 細井宏一 　茅ヶ崎堤伝道所

1. 石塚正臣　 　北柏めぐみ教会

2. 海野 博 　東戸塚教会

3. 江村悠子 　桐生東部教会 / 国際基督教大学教会

4. 加太典子 　蒔田教会

5. 沈 元錫 　東京 EMC 教会

6. 松橋秀之 　蒔田教会

7. 松𦚰達朗	 　日本キリスト教会蒲田御園教会

【 正 科 生 】 【 聴 講 生 】

今野 瑛　こんの　あきら

①ルカによる福音書の「徴税人」理解
について

②目白教会
③巣鴨ときわ教会
④目白教会 担任

田中浩一郎　たなか　こういちろう

①礼拝における所作とその意義
②高輪教会
③高輪教会
④田園江田教会 担任

関 義朗	　せき　よしろう 

① 「和解」καταλλάσσω／
καταλλαγήに関する一考察
②東京府中教会
③ベテル教会
④ベテル教会 主任

星野 香　ほしの　かおる

①礼拝の霊性－オリゲネスの『祈りに
ついて』を中心として－

②荻窪教会
③荻窪教会
④宿河原教会 主任

中條康仁　なかじょう　やすひと 

①コリントの信徒への手紙一 15 章
1-5 節から見た原始キリスト教団の
信仰

②小石川白山教会
③埼玉新生教会
④安積教会 主任

献身志願者の集い創立 72 周年記念の集い

敗戦の翌年に日本の復興にはみ言葉を礎にと

の決意で開学された夜学の神学校の歩みは

72 年となります。神学校の上にお祈りお支

えいただいている皆さまと、感謝の時を持ち

たいと思います。

神学校ってどんなところ、そこで学んでいる人はどんな

思いでいるのだろう、ということに関心をお持ちの方

は、この集いに参加されることをお勧めします。神学校

に宿泊し、神学生たちと共に語らい、食事をすることな

どを通して、献身することの現実を感じることができる

でしょう。

 【開催日時】７月 15 日（日）午後４時～
　　　　　　　　16 日（月・休）午前 11 時
 【参加費】5,000 円※宿泊希望者は神学校にお泊まりいただけます。

 【開催日時】５月 20 日（日）
 　　　　　　　　　　午後４時～７時 30 分
 【参加費】1,000 円
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　2018 年４月から新約学担当教授と
して就任いたしました菅原裕治です。
1988 年卒業の 40 期生です。今年は、
卒業してからちょうど 30 年になりま
す。牧師を目指して立教大学卒業後す
ぐに入学したのですが、３年生まで一
番年下でしたので、寮生活では先輩か
らも後輩からもいろいろと教えていた
だきました。
　卒業後は、旧約学教授であられた西
村俊昭先生の砧教会で担任教師を５
年、狭山伝道所で主任担任教師を１年、
田園調布教会で担任教師を 1 年務めま
した。その後、志すところがあり、日
本基督教団正教師を退任し日本聖公会
の信徒となりました。砧教会在職中に、

砧教会の信徒であり日本聖書神学校の
教務科に努めていた真美を生涯の伴侶
といたしました。
　新約学は、砧教会勤務中から立教大
学大学院で、小河陽先生のもとで学び
ました。研究課題は、マルコ福音書の
物語批評的解釈です。現在は、各福音
書を一つの文学作品として見たとき、
どのような意味を引き出せるかを課題
としています。
　大学院修了後は、立教大学で助手を
しながら、日本聖公会の聖職候補生と
なると同時に、聖公会神学院でギリシ
ア語と新約入門を担当し、教えること
は学ぶことを痛感いたしました。助手
の任期終了後、神楽坂にある聖バルナ

バ教会に赴任し、教会での司牧ととも
に日本聖書神学校、聖公会神学院、そ
して関東神学ゼミナールという日本基
督教団 C コース向けの講座で講師をし
ておりました。
　その後、日本聖公会の司祭に按手さ
れてから名古屋にある聖公会関係の名
古屋柳城短期大学の教員勤務、東京に
戻り立教池袋中高のチャプレン勤務を
命ぜられた後、現在の立川にある聖パ
トリック教会牧師となりました。立川
に来てもう８年目になりますが、現在
は小金井聖公会の管理牧師もしており
ます。
　現代は、コンピューターの発達に伴
い、わたしが 30 年前紙媒体で勉強し
ていた時代をはるかに超えて、聖書を
原典に即してより容易にかつ深く学ぶ
ことが出来る時代です。将来主のため
に教会と社会に仕える皆様とともに、
聖書から現代への使信を導き出す学び
を、ご一緒に行っていきたいと思って
います。

教職員の異動
退 任就 任
《教　員》

上林順一郎（講師） 2018 年３月 31 日
島田由紀（講師）  2018 年３月 31 日
志村拓生（講師）  2018 年３月 31 日
菅原裕治（講師）  2018 年３月 31 日
原口尚彰（講師）  2018 年３月 31 日
本多峰子（講師）  2018 年３月 31 日
山本隆久（講師）  2018 年３月 31 日
横手征彦（講師）  2018 年３月 31 日

《教　員》
菅原裕治（教授）  2018 年４月１日
河野克也（講師）  2018 年４月１日
佐々木潤（講師）  2018 年４月１日
高浪晋一（講師）  2018 年４月１日
林 巌雄（講師）  2018 年４月１日
深津容伸（講師）  2018 年４月１日
福嶋 揚（講師）  2018 年４月１日
森 剛（講師）  2018 年４月１日

《職　員》
圡橋 誠（総務部長） 2018 年 3 月 31 日
今野 瑛（嘱託職員）　　 2018 年３月 31 日
柳村宏文（嘱託職員） 　 2017 年 12 月 31 日

図書館だより
ご恵贈ありがとうございました。感謝をもってご報告いたします。（敬称略、（）内は回数）

（2017.3.6 ～ 2018.3.5）
余市教会、中西玉己、小林誠治、青山学院大学神学科同窓会基督教学会（3）、日本バ
プテスト神学校、立教大学キリスト教学会、関正勝、土山牧群（８）、公益財団法人基
督教イースト・エイジャミッション富坂キリスト教センター、関西学院大学キリスト教
と文化研究センター、東京府中教会、共立基督教研究所、小友睦（５）、東京神学大学、
日本聖書学研究所（５）、宮坂覺、高橋千寿子（２）、宮澤豊（３）、日本同盟基督教団
招待キリスト教会、荒瀬牧彦、東昌吾、ホーリネスの群事務局、内田汎、野方町教会
河本純（２）、王子教会、金澤正善、佐渡教会、鷹澤昭一（２）、銀座教会、三本木健治、
大塚野百合、日本ナザレン神学校、松本敏之、大野顯二、森野善右衛門、大柴譲治、公
益財団法人日本キリスト教文化協会、高倉田鶴子、高倉謙次、西垣二一（２）、市川三
本松教会、庄司一幸、本多峰子、広瀬めぐみ

《職　員》
西谷 譲（総務部長） 2018 年 4 月１日
早川 真（嘱託職員） 2017 年 12 月 1 日

新任教授就任挨拶
教授　菅 原 裕 治

献金によって
神学校は支えられています

日本聖書神学校の牧師養成の業は、全
国の諸教会と多くの信徒の方々の献金
によって大きなサポートをいただいて
います。その献金は将来教会に仕える
神学生の奨学金となって、神学生の勉
学を支えています。日本の宣教のため
の業にどうかお祈りとお支えを賜りた
くお願い申し上げます。
郵便振替：00110-3-6435
加入者名：学校法人聖経学園日本聖書神学校
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個 人 消 息

2017 年 9 月～ 2018 年３月
学事報告

■ 神保 望 校長
• 毎朝の聖書研究祈祷会出席（月１回の早天祈祷

会・夜の祈祷会）
• 9 月 3 日 飯能教会訪問（毎月１回・聖餐式奉仕）
• 9 月 9 日 小石川白山教会夏期全体修養会（講師）
• 9 月 10 日 小石川明星教会訪問（礼拝出席） 
• 9 月 11 日 後期始業礼拝（説教）
• 9 月 14 日 伝道部との話合い
• 9 月 17 日 目白教会訪問（礼拝出席）
• 10 月 8 日 武蔵豊岡教会訪問（神学校日説教奉仕）
• 10 月 15 日 ベテル教会訪問（毎月１回・説教

奉仕）
• 10月16日～17日 同窓会・東海支部研修会（講師）
• 10 月 17 日 韮崎教会訪問
• 10 月 22 日 武蔵野教会訪問（礼拝出席）
• 10 月 29 日 日立教会訪問（説教奉仕）
• 10 月 30 日 教団・教師委員会との会合出席
• 11 月 6 日 同窓会・関西支部研修会（講師）
• 11 月 19 日 目白町教会訪問（礼拝出席）
• 11 月 23 日 校長夫妻招待食事会（寮生・家族

対象）
• 11 月 25 日 葬儀出席
• 11 月 26 日 池袋西教会訪問（礼拝出席）
• 11 月 28 日 教団・教師養成制度検討委員会と

の会合出席
• 11 月 30 日 原町教会・原町聖愛こども園訪問
• 12 月 16 日 按手礼出席
• 12 月 17 日 志村栄光教会訪問（毎月１回・聖

餐式奉仕）
• 12 月 18 日 寮監として寮生と共に目白教会待

降節早天祈祷会出席
• 12 月 24 日 飯能教会訪問（クリスマス礼拝聖

餐式奉仕）
• 12 月 31 日 目白教会訪問（礼拝出席）
• 1 月 18 日 学生カウンセリング研修会出席
• 1 月 28 日 横浜本牧教会訪問（礼拝出席）
• 2 月 18 日 葬儀出席
• 2 月 25 日 武蔵野教会訪問（礼拝出席）
• 3 月 1 日 教団・宣教協力学校協議会総会出席
• 3 月 9 日 日本神学教育連合会（JATE）常任委

員会出席
• 3 月 18 日 埼玉新生教会訪問（CS・公同礼拝説

教奉仕）
• 3 月 24 日 映画上映会「平和国家のつくり方」

出席
• 3 月 27 日 第 31 回神学校等人権教育懇談会出席
• 寮監としての業務を行い、また校長として理事

会、評議員会、人事委員会、図書館運用委員会、
事実検証委員会、総務部長選考委員会、献身志
願者の集い準備会に出席

• その他ビーベルクンデの授業を担当、東京教区
常置委員会として教務執行

■荒瀬 牧彦 教授
• ９月９日 日本賛美歌学会大会（於立教大学）に

て運営委員として「夕べの祈り」司式
• ９月 10 日 沖縄・普天間基地ゲート前ゴスペル

に連帯する「御茶ノ水スタンディング」ソング
リーダー

• 10 月 15 日 伊豆高原教会礼拝説教・講演会「旅
をしよう賛美歌と共に」

• 10 月 22 日 カンバーランド長老教会日本中会
礼拝奉仕者セミナー「どう選ぶ？礼拝の賛美歌」

• 11 月 28 日 神学校同窓会東京支部例会で講演
「宗教改革 500 年――プロテスタントは礼拝を
どう変えてきたのか」

• 12 月１日 福音讃美歌協会編『あたらしい歌２』
に「『光よ、あれ』と」（曲：William Rowan）掲載

• 12 月９日 東京 YWCA クリスマスに御茶ノ水ス
タンディングの一員として出演

• 12 月 18 日 『礼拝と音楽』企画委員会
• 12 月 23 日 映画『標的の島　風かたか』東大

和上映会　主催者挨拶
• １月 13 日 社会福祉法人ナオミの会法人研修に

て講演「人は祝福されて育つ――キリスト教保
育とは何か」於ルネ小平

• ２月 26 日『礼拝と音楽』編集委員会
• ３月５日 富坂キリスト教センターでの神学

ワークショップに参加
• ３月６～８日 日本基督教団讃美歌委員会キリ

スト教音楽講習会 A コースの講師
• ３月 9 日 福音讃美歌協会「讃美歌作家懇談会」
• ３月 24 日 日本賛美歌学会関東支部会にて司会
• 神学校において評議員、理事、理事会検証委員

会委員、同窓会役員として奉仕
• その他、カンバーランド長老めぐみ教会の牧会、

青山学院女子短大でのキリスト教学Ⅱ講義、上
北台こひつじ保育園合同礼拝・職員研修を担当

■稲垣 千世 教授
• 9 月 7 日 山梨英和高校礼拝説教
• 9 月 17 日 山梨八代教会牧師就任式出席
• 11 月 15 日 なでしこ保育園収穫感謝礼拝説教
• 12 月 17 日 特別養護老人ホーム昭寿荘クリス

マス訪問説教
• 1 月 25 日 山梨英和高校礼拝説教
• 2 月 11 ～ 12 日 山梨分区青年部修養会講演
• 神学校において評議員の働きを担う
• その他甲府中央教会牧師としての執務執行。山

梨ダルクを支援する会副代表の活動
■ 郷 義孝 教授 
• 10 月 15 日 町田・八王子地区牧師会出席　於

八王子栄光教会
• ３月 18 日 「聖書と神学」30 号に『環境問題に

抗うーキリスト教の立場から』を寄稿
• ３月 28 日　本多峰子著『悪と苦難の問題への

イエスの答えーイエスと神義論』2018、２月
の書評を「本の広場」に寄稿

• その他、日本ホワイトヘッド・プロセス哲学会
理事、JBTS 図書館長・研究所所長、図書館運
用委員、八王子栄光教会牧師の働きを担う。

■ 古谷 正仁 教授 
• 9 月 2 日元住吉こばと幼稚園理事会
• 9 月 6 日教区内教職と面談
• 9 月 10 日日本基督教団小石川白山教会 CS 礼拝

説教、主日礼拝説教
• 9 月 14 日丘光会（横浜英和同窓会）聖書研究

会講義
• 9 月 18 日神奈川教区「教区の宣教を語る集い」

講演
• 9 月 30 日元住吉こばと幼稚園理事会
• 10 月 6 日教区内教会問安
• 10 月 12 日丘光会聖書研究会講義、教区内教職

と面談
• 10 月 23 日 教区内教会問安
• 10 月 26 日 教区内教職と面談
• 11 月 3 日 横浜英和学院シオン祭（文化祭）訪問
• 11 月 13 日 神学校卒業生と懇談
• 11 月 15 日 青山学院大学相模原キャンパス礼

拝説教
• 11 月 23 日 東海教区東静分区役員研修会講演
• 12 月 12 日 日本基督教団全国教区議長会議に

出席（熱海）
• 12 月 14 日 横浜英和学院「故永井輝男先生記

念礼拝」説教
• 12 月 15 日 教区内教会問安
• 1 月 11 日 丘光会聖書研究会講義
• 1 月 18 日 教区内教職と面談
• 1 月 24 日 教区内教会問安
• 1 月 27 日 社会福祉法人日本水上学園理事会
• 1 月 28 日 日本基督教団藤沢教会創立百周年記

念礼拝説教、神奈川教区教職研修会
• 2 月 8 日 丘光会聖書研究会講義
• 2 月 11 日 日本基督教団原町田教会礼拝説教、

研修会
• 2 月 13 日～ 18 日 胆石による胆嚢炎のため入

院（14 日胆嚢摘出手術）
• 3 月 8 日 丘光会聖書研究会講義
• 3 月 16 日 神学校卒業生と懇談
• 3 月 17 日 社会福祉法人日本水上学園理事会
• 3 月 24 日 横浜英和学院評議員会、元住吉こば

と幼稚園理事会
• 日本キリスト教団出版局『季刊教師の友』に「実

践的子ども礼拝入門」を連載。
• 神学校において評議員、理事、人事委員として

業務遂行
• 蒔田教会牧師、神奈川教区総会副議長としての

教務遂行。
■ 柳下 明子 教授／教務部長代行
• 神学校において評議員、理事、図書館運用委員

の働きを担う
• その他武蔵野緑教会牧師としての執務執行

• ９月 4,5,7,8 日 キリスト教倫理（集中講義）
• ９月 11 日 後期始業礼拝、夏期伝道実習報

告会、教授会（第５回）
• ９月 20 日 カリキュラム対話集会
• ９月 26 日 理事会（第 228 回）
• 10 月 2 日 教授会（第６回）
• 10 月 3 日 同窓会役員会
• 10 月３日 オープンキャンパス、テーマ「新

しい時代のキリスト教－＃なぜキリスト教
なの？」、講演「500 年後のルター・今日
ルターが問いかけるもの」講師：江口再起
先生（ルーテル学院大学教授）、参加者78名。

• 10 月 10 ～ 11 日 教務部長代行面接
• 10 月 27 日 教授会（第７回）
• 10 月 27 ～ 28 日 全校修養会、テーマ「『プ

ロテスタンティズム』を学ぶ」講師：深井

智朗先生
• 11 月７日 教授会（第８回）、秋季入学試験
（合格者：正科生１名）
• 11 月 10 日 図書館運用委員会
• 11 月 13 ～ 17 日 神学校授業体験週間
• 11 月 14 日 理事会（第 229 回）
• 11 月 20 日 理事会（第 230 回）・評議員会（第

207 回）
• 12 月８日 教授会（第 9 回）、クリスマス

礼拝（説教「メリーアウグスマス」小畑太
作牧師（日本基督教団宇部緑橋牧師、西中
国教区総会議長）出席者 92 名

• 2018 年１月５日 新年始業礼拝、フィール
ドワード報告会、ホームルーム

• １月９日 学生自治会学術講演会「伝道から
伝導へ 牧会 50 年の歩みから」講師：榎本
栄次牧師

• １月 15 日 理事会（第 231 回）
• １月 29 日 教授会（第 10 回）、卒業論文講

評会
• １月 30 日 卒業論文発表会
• ２月２日 図書館運用委員会
• ２月５日 後援会役員会、同窓会役員会、卒

業予定者と同窓会役員との懇談会
• ２月 13 日 学生自治会総会、図書館説明会、

４年生を送る会
• ２月 15 ～ 16 日 春季入学試験（合格者：

正科生７名、聴講生６名）
• ２月 16 日 教授会（第 11 回）
• ２月 27 日 理事会（第 232 回）
• ３月５日 理事会（第 233 回）、教授会（第

12 回）、卒業礼拝（説教「見上げれば太陽が」
河野行秀牧師（日本キリスト教会札幌桑園
教会）出席者 210 名

• ３月６～ 7 日 教務部長代行面接
• ３月 12 日 新入生オリエンテーション
• ３月 19 日 理事会（第 234 回）・評議員会（第

208 回）


